

























The History of a century-long Conflict in Middle East (the first series)
森　戸　幸　次
序説 ― 問題提起
第１章  概観 ― 中東百年紛争






































































































3） Editer：Majdia D. Khadduri, The Arab-Israeli 
Impasse, ROBERT B.LUCE .INC.WASHINGTON, 















































































































































































































































9） シオニズムの歴史についてWater Laquer The HISTORY OF ZIONISM, Weidenfeld &Nicolson, London, Third 
edition, 2003.参照。（ウオルタ ・ーラカ-,『ユダヤ人問題とシオニズムの歴史』、高坂誠訳、第三書館、1987年）。
Haward M.Sachar, A HISTORY OF ISRAEL, Alfred A.Knopf, New York, Second edition, 2006.






































Edi.John Norton Moore, The Arab –Israel Conflict, Volume Ⅲ ：Documents,Princeton University Press, 1974, 6 The 






独立地域の範囲については、英国政府が公表した文書（Public Record Office,Cabinet papers / 地図添付）の中で、
「パレスチナの地位はこうなります。1915年10月にフセインに与えたわれわれの誓約（commitment）によれば、
パレスチナは、将来、大英帝国がアラブ人のために独立させるとの約束を与えた諸地域の中に含まれています」
（1918年11月27日の戦時内閣東方委員会の会合での座長カ-ゾン卿の発言）。Phillip Knightley Colin Simson, The 
















になった。Moore, The Arab-Israel Conflict, Volume Ⅲ：Documents, The Sykes–Picot Agreement, MAY 16, 1916. 






































































































































































15） Moore, The Arab-Israel Conflict, Volume Ⅲ：
Documents, Declaration of the Establishment of the 














































































17） Avi Shlaim, Is Zionism today the real enemy of the 
Jews?, Internatonal Herald Tribune, Feb.4, 2005.
18） Shlomo ben-ami, scars of war wounds of peace–the 
Israeli–arab tragedy, Weidenfeld & Nicolson, Londn, 
2005, ben-ami, Is Zionism today the real enemy of 





19） Shlomo Avineri, The Making of Modern Zionism, 




























































































































































































































































































































































と憤激, 1896年2月、政治的シオニズム運動の旗揚げとなった『ユダヤ人国家』を出版した。Theodor Herzl, 
The Jewish State, Translation of Judenstaat, DoverPublications, Inc., NewYork, 1946,p35.
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環境と経営　第23巻　第２号（2017年）
ち固有の特徴を削ぎ落としたものの、近代国
家の国民統合と結合の中に国民として自らの
アイデンティティを見いだそうとする非ユダ
ヤ社会に対する困難さに直面した。これまで
キリスト教という宗教を重視してきた異教徒
の社会の自己認識は、何ら差異を受けずに普
遍的な友愛に取って代わられたのではなく、
むしろ、新たなナショナリズム（民族主義）、
エスニシティ（民族性）、共通の言語、共通
の歴史に取って代わられた。もし人々が自ら
をキリスト教徒とか、隣人をユダヤ教徒とか
見なくなったとしても、こうした自己認識に
変わって今度は、自らをフランス人、ドイツ
人、ロシア人、ポーランド人、ハンガリア人
等と見るようになった。
　こうして欧州に出現し、台頭し,広がり始
めたナショナリズムの世界の中へ、近代に
なって解放されたユダヤ人が入り込み、自ら
の新たなアイデンティティ危機のジレンマ=
板挟み状態に直面することになった。ユダヤ
人は誰でも、もはや以前の旧キリスト教社会
へユダヤ人として復帰することは望まなかっ
たものの、今やこのキリスト教社会は普遍性
を基礎に門戸が開かれた。いったい、ユダヤ
人は自らをフランス人、ポーランド人、ドイ
ツ人などと見なすのか。あるいは相手からそ
う見られるのだろうか。フランスで暮らす子
供たちが学校で、自分たちの祖先は北イタリ
ア,フランス,ベルギーなど古代ケルトの土地
に住んでいたゴート人（ガリア人）だと学ん
だら、ユダヤ人の子供はそう受け止めるだろ
うか。ドイツの学生はユダヤ人の同僚を同じ
祖先と思うだろうか。1789年の仏革命の普遍
的な「内包性」の原則は、近代ナショナリズ
ムによる「排他性」の歴史によって緩和され
た。1896年のドレッフュース事件にテオドー
ル・ヘルツルが衝撃を受けたのは、なにも、
当時のフランス社会に蔓延していた敵意に満
ちた反セム主義に対してだけではなく、この
ドレッフュースの人物こそは、完全に解放さ
れ、出世して見事に社会に同化し、世俗化し
た人間であった、という恥ずべき事実であっ
た。アフフレッド・ドレッフュース大尉以上
に、愛国的で軍国主義的で非ユダヤ人的な人
物は見当たらない。ドレッフュースに国家反
逆の嫌疑がかけられた時、フランスの世論は
「彼は犯人に違いない。本当のフランス人で
ははく、ユダヤ人だから」と見た。こうした
世論の反応以上にユダヤ人解放と同化の約束
に対する深刻な打撃は考えられない。
　欧州で近代的な世俗主義のナショナリズム
が台頭するにつれてユダヤ人の間にリベラリ
ズムとナショナリズムの新しい覚醒が生ま
れ、近代ヘブライ文学、ユダヤ人の啓蒙運動
ハスカラも発展、レオ・スピンケル,テオドー
ル・ヘルツル,マクス・ノルダウら政治的シ
オニズムの創設者たちは、伝統的な宗教的背
景はなく、欧州のインテリ階級の思想を身に
つけた欧州の教育の「産物」だ。東欧のポグ
ロムや貧困単なる生存と経済上の安定のみを
求めるユダヤ人はアメリカへ移民した。パレ
スチナへ移動したユダヤ人は単にポグロムや
経済の安定と成功だけではなく、1780年代以
降の欧州の文化と新たに目覚めた民族意識か
ら生じた民族自決、アイデンティティそして
自由を求めたためだった。
「シオニズム」 ― 解放目指す普遍的な世界史
　以上、シオニズムの歴史と構造について主
にアブネリの主著の論考に沿って考察してき
たが、彼はシオニズムとは何かを以下のよう
に終局的に結論付ける。
　「そもそもシオニズムとは、欧州でユダヤ
人が解放されたあとに現われた一つの現象で
あり、父祖の地エレツ・イスラエル=パレス
チナとの歴史的な絆を利用しながら、ユダヤ
教という宗教的な伝統の中で強力だが不活発
で休眠状態だった一つのシンボル=象徴を活
性化させて、現実の歴史の焦点に仕立て上げ
た。
　ユダヤ民族主義は、仏革命、近代主義、世
俗主義によって解き放たれた観念や社会構造
が及ぼした影響のひとつの特異な側面だっ
た。ユダヤ民族主義は、単に反セム主義に対
して応答したものというよりは、むしろリベ
ラリズム（自由主義）とナショナリズム（民
族主義）からの挑戦に対して応答したもの
だった。だからこそシオニズムは、19世紀や
中東百年紛争史（第１回）
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20世紀以前のいかなる時代においても決して
現れることはなかったのだ。
　シオニズムは、ユダヤ人の生活の中で最も
根元的（根源的）な革命だった。宗教上の伝
統的なユダヤ教正統派の自己認識=アイデン
ティティに代わって、ユダヤ民族としての世
俗的な自己認識=アイディンティティへと置
き変えた。シオンへの帰還を、受け身的で静
寂的で信仰上の希望から、効果的な社会的な
力へと変えて、数百万人をイスラエルへと導
いた。単に宗教用語にすぎなかった言語を、
民族=国民国家の近代的で世俗的なコミュニ
ケーションの言語様式へと変えた。
　ユダヤ人とパレスチナとの結びつきを宗教
的に反復するだけではシオニズムの出現を説
明するには全く十分ではない。シオニズムの
出現は、迫害に対する一民族からの応答とい
うばかりでななくて、世俗化とリベラリズム
という近代の状況下で民族自決と解放を希求
する思想・運動である。シオニズムは、離散
と帰還というユダヤ人の歴史の一部である。
と同時にまた、人間の解放と自らのアイデン
ティティを希求する普遍的な世界史でもあ
る」21）。
　（続く）〜　次は第3章　パレスチナ民族主
義の歴史と構造 ― 「パレスチナ問題」の根源
はどこに　参考文献は最終回に一括掲載の予
定。
21） Avineri,ibid.,p.13.

